
【【監監督督挨挨拶拶】】高高見見澤澤 勝勝（佐久長聖高校教員）

天皇盃 第 回全国都道府県対抗男子駅伝におきま

して、多くのご支援、ご声援をいただいたことに感謝

申し上げます。おかげさまで長野県チーム 度目の 連

覇・Ｖ を達成することができました。今大会は、「鈴

木芽吹を胴上げしよう」という目標をたててレースに

臨み、その目標も達成できました。

選手の頑張りは勿論のこと、多くの方々のお力添え

があっての目標達成でした。今回も「チーム長野」で

掴んだ優勝ですので、皆様と優勝の喜びを分かち合う

ことができれば幸いです。今後も「チーム長野」の伝

統を皆様方と大切にしていきたいと思いますので、引

き続きご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げ、お礼の挨

拶とさせていただきます。ありがとうございました。

【【副副団団長長 おお礼礼のの言言葉葉】】丸丸山山 健健志志（長野陸協駅伝部長）

天皇盃 回全国都道府県対抗男子駅伝大会では、

大会連続大会新記録、 連覇、 回目の優勝を成し遂

げることが出来ました。この偉業は長野陸上競技協会、

諸先輩方、県人会を含む長野県民の皆様の協力、ご理

解、応援が強い追い風になりチームを支えてくれたお

かげです。これらに感謝しお礼申し上げます。

振り返ってみますと長野県選手は都道府県対抗男子

駅伝を大切に思ってくれている事が他県に比べて格段

に上だと思います。全国中学、高校駅伝、箱根駅伝が

終わっても気持ちが切れず大会に臨めるのが一番大き

いと思います。その源は今のチームとしての積み重ね

やチーム長野全員の雰囲気や、県民上げての応援をい

ただいていることです。

他県からは「長野県は何故強いか？」と尋ねられま

すが、選手は「長野で走りたい」と強く思う選手が多

い事、強化育成体制が良いことが伝統になり年々、成

長していると思います。

大会終了とともに、来年の男子駅伝に向けてスター

トしました。来年は 回記念大会、長野県にとっても

初の 連覇への挑戦です。どうぞ応援お願いします。

強さの土台を更に強靱に! 自ら王国とは言えない (内山)
1.監督の力：高校生育成強化。高校生･一般競技者の選抜と起

用、予定競技者に出場してもらえる環境と実力発揮の指導
2.中学生コーチ陣の力：距離は3kmと短いがKey point. 区間

順位より先頭とのタイム差が重要。将来を見据えた指導。
3.「優勝」の喜びを共有するために全員での「合宿」(年間)
4.Athlete Centered Coachingの理解と実践.駅伝部長の力
5.県､県Spo議連､県Spo協､県人会､県民他大勢の方のご支援
6.合宿･大会派遣を可能にする本協会基盤の整備･充実

【選手団】
団　長　内山 了治　　副団長　丸山 健志

監　督　高見澤 勝　　主　将　鈴木 芽吹 ＊:佐久長聖高校　

区分 氏　　名 所　属　　学年 出　身　校

一般 鈴木 芽吹 駒澤大学　　　4年 静岡県熱海市立泉中､＊

一般 伊藤 大志 早稲田大学　　3年 駒ヶ根市立赤穂中､＊

一般 吉岡 大翔 順天堂大学　　1年 長野市立川中島中､＊

高校 永原 颯磨 佐久長聖高校　3年 長野市立川中島中

高校 山口 竣平 佐久長聖高校　3年 石川県津幡町立津幡南中

高校 濵口 大和 佐久長聖高校　2年 徳島県阿南市立羽ノ浦中

高校 篠 　和真 佐久長聖高校　2年 埼玉県上尾市立上平中学校

中学 滝澤 秀斗 駒ヶ根市立赤穂中学校 3年

中学 中澤 侑己 安曇野市立堀金中学校 2年

中学 清水 颯太 上田市立第五中学校　 3年

中学 野島 将夫 安曇野市立三郷中学校 3年

役職 氏  名 長野陸上競技協会役職 所属等

団　長 内山 了治 会長代行 長野高専名誉教授

副団長 丸山 健志 駅伝部長 丸山農園

監　督 高見澤 勝 強化部･駅伝部コーチ 佐久長聖高校

コーチ 牛山 通高 駅伝部コーチ 中野土建(株)

コーチ 宮入 修一 駅伝部コーチ (株)竹内製作所

コーチ 今村 善隆 ジュニア部･駅伝部コーチ　緑ヶ丘中学校

コーチ 伊藤 秀充 駅伝部コーチ 松島中学校

コーチ 小島 康弘 駅伝部コーチ 茅野東部中学校

コーチ 北島 正孝 名誉役員 参与 芝上建設(株)

コーチ 百瀬　 貴 常務理事 事務局次長 元県立高校教頭

コーチ 横打 史雄 常務理事 普及強化委員長 長野東高校

コーチ 掛川 和彦 理事 道路競技部長 丸子修学館高校

ﾄﾚｰﾅｰ 秋山 友彦 駅伝部トレーナー　 あきやま整骨院
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秩父宮章受章 お礼の言葉
大勢の恩師、先輩・同僚・後輩や支援者に恵まれ、今
回の受章に至ったことを心から御礼申し上げます。
陸上競技界最高の名誉とされるこの秩父宮章は、一人
の力で受章できるものではなく、ほぼ二年に１回、 回
目の長野陸協代表として今回授与されたもので、ご指導、
ご協力・ご支援を賜りました全ての方に感謝致します。
協会運営もこれまでの経験知では対応できない諸問
題に直面しています。さしあたり４年後の信州やまなみ
国スポ・全障スポを成功させなければなりません。
これまでいただきました身に余る祝辞や励ましのお
言葉を肝に銘じ、微力ながら努力する所存ですので、今
後とも皆様のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
末筆ながら、皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念申
し上げ、お礼の言葉と致します。 内山 了治

内山 了治 略歴 ＆ 当時の述懐
年 南安曇郡 現安曇野市 穂高有明出身

➢ 年年 月月～～ 年年 月月 穂穂高高町町立立穂穂高高中中学学校校
中学では、南安曇郡陸 位 が最高。優勝の同僚

傘木博さんや現評議員の嶋田隆さんらが松本深志高校３
年次東京高校総体 以下 × で４位入賞。その後の
入賞は 年後の 年福井 で佐久長聖高校が３位。顧問
は名スターター故折井隆夫先生、放送 現通信 陸上で全国入
賞する選手もいたが、練習は自主性が尊重されていた。

➢ 年年 月月～～ 年年 月月 長長野野県県大大町町高高等等学学校校
顧問は故林孟彦先生。同僚の全日本ジュニア走幅跳３位
､ 年間県中学記録 の西山秀穂さんや伊藤浩光さん

ご子息の秀充さんは現男子駅伝コーチ、 世界ジュニ
ア出場他活躍 らと練習し、 年次に × と × 走
れず で久留米 に出場できたが予選落ち、生徒会顧問に
「収穫は九州が暑いことを体感しただけか」と叱咤された
＜後に、勝野･鳥屋･小原･屋ヶ田･井上さんらが入賞＞。
同年の県選手権 × 、黒岩敏明さん 陸協事務局長と

して支えていただく らの「中実クラブ」に競り勝ち初優勝
＜飯山北高出身の黒岩さんが、お兄さんの邦義さんらとク
ラブを結成できたのは当時の長野陸協スタイル＞。秋の県
高校新人 は西山 内山で 。 くらいで痙攣、
この時の が高校時代の最高記録。３年次は１年生の勝
野仁深さん 大北陸協 が加わりリレーに賭けたが、北信越
準決で西山さんが肉離れ、この種目の難しさを知った。

➢ 年年 月月～～ 年年 月月 信信州州大大学学教教育育学学部部
大学３年次は附属中学校で教育実習、夏休みを挟んで４
＋２週間先輩の先生方に鍛えられる。当時、「 年先を行く
方法」と指導され、実技でも「指示はせず笛も使用しない、
生徒一人ひとりをしっかり捉え主体的な学習ができる様
に指導すべし」という内容で、生徒の行動様式や性格まで
捉え、それに適した指導案や教材作りを連日朝方まで行っ
た 教師が指示し、学習者がそのとおり従順に動き、教師の
一時的な満足に終わる授業は全く否定された 。この実習
を経て、中学校教員を目指すのは無理だと感じた。
陸上競技では、１年次４月に全天候型の長野市営陸上競

技場が竣工し、県春季大会で故湶純江さんが走幅跳 の
日本タイ記録に感動。私は５月下旬同競技場の北信越学生

で運良く優勝デビュー。主治医のみつはしクリニック
院長の三橋広光さん 脳神経外科 との出会いはその頃で、
千葉県中学 勝者、パワフルでダイナミックな走りに魅
了され入部を勧め、翌年、先に 秒 に到達。「内山は体育
が専門だろ･･･」と喝を入れられた。３年次に 名を超える
信大のキャプテンに選出され、その冬は必至で練習した。

最後の北信越学生は富山五福で生憎の豪雨かつ田んぼ
状のトラックだったが、 の大会新、 位三橋さん、 位
尾坂公一さん 現高社中教員 と信大が上位独占。 、×

も優勝し に選出された。総合も優勝 ここから５連
覇 できたが、全日本学生では準決勝進出がやっとだった。
進路は高校教員試験を受験し、合格通知は来たものの採

用がなく、両親と二人の兄の了解を得て筑波大研究生とし
て進学し大学院を目指すこととした。同僚のやり投日本学
生 位、宮崎国体 位の小林 旧姓清水 敬子さんも採用され
ず、国体後の対応で採用が僅かだったことを後に知った。

➢ 年年 月月～～ 年年間間 筑筑波波大大体体育育専専門門学学群群研研究究生生
早稲田大出身の田邊潤さん 早稲田大学本庄高等学院教員､

走高跳 、筑波大出身の平井厚志さん 元埼玉純真短期
大学教員､短距離 と １故川本和久さん 元福島大教授､日
本選手権 勝他 の 人組で活動。合格後の 月から田邊さ
んと何故か第 回筑波学園マラソン事務局の仕事に専念。

➢ 年年 月月～～ 年年間間 筑筑波波大大大大学学院院修修士士課課程程ココーーチチ学学専専攻攻
当時、学問領域としてコーチ学は確立されておらず そ
の後、コーチ学博士も誕生 、スポーツ科学を学際的に学び
指導に結びつける基礎科学の内容が多く、各種研究の他、
教員や他競技も含め人の繋がりが広がった。同期は田邊さ
んの他、杉山喜一さん 北海道教育大 、阪本孝男さん 走高
跳初の 、五輪出場 、内田知子さん 七種日本記録他 ら
名、１学年下は尾縣さん 筑波大 、加藤さん 宇都宮大 、
前川さん 国武大 ら 名。ヨット、クレー射撃の実践、自動
車研究所、国土地理院の研究等にも触れることができた。

➢ 年年 月月～～４４年年間間 長長野野県県上上田田千千曲曲高高等等学学校校教教諭諭
３月中旬「野球部のコーチを担当しないと採用されない
らしい」とある先生から連絡があり、 月頃指導教授の都
内他教員の斡旋を断っていたので、かなり動揺した。
４月に本協会元会長代行の浦野義忠先生の後任として
着任し、授業や野球部員の 走力・筋力 などに取り組ん
だ。２年目は陸上部を担当でき、故宮島英二さんが と国
体 に出場、佐々木茂雄さんが ハンマー投で６位入賞
担当顧問 小林俊一先生､現常務理事百瀬貴先生が時々技
術指導 できたが、秋に思わぬ事態で野球部の部長、監督が
退任し、監督を引き継ぐことに。紙上ではスプリンター監
督として紹介され「ボディコントロール能力向上」を目指
し、長く勝利のない公式戦に向けて練習に励んだ。シート
ノックや保護者対応には苦労した。 年間で公式戦 勝 敗。

➢ 年年 月月～～４４年年間間 長長野野県県白白馬馬高高等等学学校校教教諭諭
片道 の通勤、冬以外の渋滞はなく、道路や校内駐車

場はきれいに除雪。軽油 円 、 の車使用。当時は
スキー全盛で、白馬、小谷は何処もポールのバーンが確保

写真上段：功労章･秩父宮章授与式
  右:尾縣日本陸連会長と笑談

白波スタジアム 年 月 日 土

できず、冬休みの
～ は野辺

山高原で合宿。ア
ルペン男子だけで
名程おり、県大

会出場は 名まで、
当時全国 は 校
名までで、県 位で
も に出場できな
い部員もいた。
私はクロスカントリー担当だったが、野辺山合宿は引率、
スキー事務局担当で各種大会準備、大会週間は連日徹夜状
態。雪の中の指導は野球部以上に厳しく、最長７週間の引率
など家を空ける機会も多く家族に迷惑をかけた。
恩師林先生と共に働き、学びも多く教育環境や生徒にも恵
まれ充実した４年間だったが、担任終了と同時に脱出した。

➢ 年年 月月～～３３年年間間 長長野野県県岡岡谷谷東東高高等等学学校校教教諭諭
同校は、教育課程委員当時の女子校時代に、授業研究で
訪問し好印象の高校であったが、男女共学になり一部の男
子生徒の指導に苦労されていた。担任２年終了時に後ろ髪
を引かれる思いで退職、今でも申し訳なく思っている。

➢ 年年 月月 国国立立長長野野工工業業高高等等専専門門学学校校一一般般科科 講講師師
➢ 年年 月月 同同校校 助助教教授授
➢ 年年 月月～～ 年年 月月 信信州州大大学学大大学学院院博博士士後後期期課課程程

工工学学研研究究科科 シシスステテムム開開発発工工学学専専攻攻 博博士士 工工学学 取取得得
➢ 年年 月月 同同校校 教教授授
➢ 年年 月月～～ 年年 月月 内内地地研研究究員員 信信州州大大学学工工学学部部
➢ 年年 月月～～ 年年 月月 副副校校長長･･学学生生主主事事併併任任
➢ 年年 月月 定定年年退退職職 「「名名誉誉教教授授」」をを授授与与さされれるる
➢ 年年 月月 嘱嘱託託教教授授満満期期退退職職
➢ 年年 月月～～ 長長野野高高専専課課外外ククララブブ指指導導員員
長野高専体育教員は３名のみ。全教員は 名程で職階制
教授、助教授 現准教授、講師、助教 、事務方は３ 現２
課 名程。学生は１学年５学科計 名で全校約 名、女
性は約１割、学生寮のキャパは 名程。 年度に１工学
科 名に改組され、２年進級時に主専攻の系を選択する。
また、 年に専攻科が設置され７年制となり、ここを修
了すると大卒と同じ学士 工学 の学位が授与される。
着任当初、最初の 年は研究と体育施設の環境整備、次

の 年は教育と研究、最後の 年は恩返しに重点を置くこ
とを目標に、 年中断していた研究活動も再開。陸上競技
部は着任した 年から高体連大会の出場が認められ、３
年生までは高体連、４年以降は北信越学連、全体では関東
信越と全国高専大会の３カテゴリーに出場できる。当初は、
大澤幸造先生 名誉教授、元副校長 と二人三脚で指導し、
４年目にして関東信越大会で男子総合優勝。しかし、高校
大会の壁は厚く、初年度県大会進出者は１名のみ。その後、
渡辺誠一先生と藤沢義範先生 ともに現在教授･副校長 、
更に、佐々木茂雄さん、黒岩敏明さん、マスターズで活躍
された故山田榮一郎先生、 年には小川裕樹さん

に退職､長野日本大学学園､高校教諭に転職 が指
導に加わり全国 出場は 名、 名が入賞。 年以降の全
国高専優勝は 名 種目、北信高校でも小川先生の指導に
より男子総合優勝、県大会同 位など総合力も高めた。
私は、全国高専大会の 日間開催を実現するため、各地区
に呼びかけ、同時に日本高専陸上競技協会を立ち上げ、
年目にようやく実現した。また、長野市陸協理事長や高専
副校長を担当した頃から、直接指導できる時間が激減し、
最後の 年は挨拶のみの顧問となってしまった。 年 月
松本平陸上競技場閉場記念県選手権の最終 × で高専
が優勝、このイベントの苦労を吹き飛ばす活躍と思い出に

涙が止まらなかった。私の後任に金田華実先生 野沢北高
富山大･院出身 が着任され、さらに学生の力を伸ばしてい
る。今後とも皆様のご指導ご支援をお願いします。

➢ 本本協協会会のの今今後後
長野陸協の業務内容を記載する予定が、前段のみとなり
恐縮です。機会があれば別途ご報告申し上げます。
スポーツ界でも への対応とダイバシティが重視さ

れ求められています。本協会の存在意義、社会との関わり
を組織として確認し、パーパスの具体化・明確化と、それ
を構成員一人ひとりが理解し実現できるようなしくみ作
りが不可欠で、組織力を強化しながら、目標に向かって努
力する必要があります。皆様のお力添えをお願いします。

おもな役職
年 月～ 年 月 長野県

教育課程委員「保健体育」
年 月～ 年 月 長野県

高体連スキー専門部事務局
年 月～ 年 月 日本陸上

競技連盟 全国区域技術役員
年 月～ 年 月 日本陸上

競技連盟 検定員
年 月～ 年 月 長野陸上競技協会 理事･常務理事
年 月～ 年 月 社 全国高専体育協会競技運営委副委員長
年 月～ 年 月 日本高専陸上競技協会 委員長
年 月～ 年 月 日本体育学会長野支部 副会長
年 月～ 年 月 日本体育学会長野支部 会長
年 月～ 年 月 長野市陸上競技協会 理事長
年 月～ 年 月 長野市スポーツ協会事業推進委員会委員長
年 月～ 年 月 長野市総合計画審議会作業部会 委員
年 月～ 年 月 長野陸上競技協会 評議員
年 月～ 年 月 一財 長野陸上競技協会 副理事長
年 月～ 年 月 同上 代表理事・理事長
年 月～現在 同上 代表理事・会長代行
年 月～現在 東海陸上競技協会 常務理事
年 月～現在 公財 長野県スポーツ協会 評議員
年 月～現在 同上 競技力向上委員会 委員長
年 月～現在 公財 日本陸上競技連盟 常務理事

おもな受賞歴
年 月 優秀指導者表彰（スキー競技、長野県高体連）
年 月 功労者表彰（全国高体連スキー専門部）
年 月 指導者功績章（長野陸上競技協会）
年 月 功労章 社団法人 日本学生陸上競技連合
年 月 学会賞 日本スポーツ産業学会
年 月 優秀指導者表彰（陸上競技、長野県高体連）
年 月 功労章 長野陸上競技協会
年 月 平成 年度長野高専教員顕彰 国立長野高専
年 月 高校優秀指導者章（公財 日本陸上競技連盟）
年 月 審判員功労章（一財 長野陸上競技協会）
年 月 勲功章（公財 長野市体育協会）
年 月 平成 年度教員顕彰優秀賞 国立高専機構
年 月 有功章（公財 長野県スポーツ協会）
年 月 公財 日本スポーツ協会公認指導者等表彰
年 月 功労賞（日本高専陸上競技協会）
年 月 秩父宮章（公財 日本陸上競技連盟） 以上

西暦年度
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女子得点

順位

男子得点

順位

女子得点

順位

◇高専数  関東信越地区：9高専10キャンパス、全国：57校59キャンパス(国立51校55キャンパス､公立3校4キャンパス､私立3校)

不

参

加実施せず（H18-H26は参考得点）

1994年以降 長野高専陸上競技部の関東信越地区と全国高専大会における総合得点と順位
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Linford Christie(英)
五輪 ソウル銀､バルセロナ金

ﾛﾝﾄ゙ ﾝ郊外陸上競技場にて

年 月 日 時 分スタート、広島市

【結果】優優勝勝 回回目目 記記録録 時時間間 分分 秒秒 大大会会新新

【御礼】団団長長 内内山山了了治治（長野陸協会長代行）

元旦の能登半島地震で大会開催も危ぶまれましたが、

全 チームの出場を得て大会が無事開催されたことに

感謝し、更に快く選手とスタッフの派遣にご協力を賜り

ました中学校、高等学校、大学をはじめご関係の皆様方

に改めて心から御礼申し上げます。

大会結果は、皆様方のご支援により、 年連続の大会

新記録での全国最多となる 回目の優勝、そして 回目

の 連覇という成果を収めることができました。期待ど

おりに走った選手、サポートに徹した選手、そして年間

を通して強化指導を担当したスタッフが一つの目標に

向かって一丸となり、長野県副知事関昇一郎様はじめ大

勢の県・県議会・県スポーツ協会、信濃毎日新聞社並び

に信州駅伝サポート会の皆様方、並びに、地元在広島信

州県人会、近畿長野県人会、京都長野県人会他多くの皆

様方の熱く厚いご支援を賜り、この結果をもたらすこと

ができました。本当にありがとうございました。

レース展開は、 区濵口大和 佐久長聖 がトップと

秒差の区間新記録で順調にスタートし、 区中学生中澤

侑己 堀金中 は 年生ながら健闘し順位を 位に下げ

たもののトップと 秒差で繋ぎ、 区伊藤大志 早稲田

大 が チームを抜き４位、トップ埼玉と 秒差という

昨年同様の素晴らしい走りで序盤を終えました。 区は

強い向かい風の中、永原颯磨 佐久長聖 が前半から果

敢に攻め、昨年の山口竣平の区間記録に僅か 秒及びま

せんでしたが、監督のレースプランどおり期待の走りで

埼玉を逆転しトップで襷を繋ぎました。５区山口竣平

佐久長聖 も独走ながら強風に負けず、後続千葉との

差を 秒に広げる区間優勝の力走で６区滝澤秀斗 赤

穂中 に繋ぎ、滝澤もその差をほぼ守りアンカー７区鈴

木芽吹 駒澤大 に優勝を託しました。この時点で大き

く優勝に近づきましたが、昨年より 秒の遅れと強風

のため大会記録更新は厳しい状況の中、鈴木がリズムに

乗る軽快な走りで昨年より 秒速く、これまでの区間

記録を 秒更新しフィニッシュ。総合では昨年の記録

を 秒縮める大会新記録、２位に 分 秒の過去最大

となる差を付けての優勝となりました。そして、鈴木芽

吹 駒澤大 が本大会優秀選手賞に輝き、優秀監督賞を

高見澤勝監督、優秀コーチ賞を牛山通髙コーチと宮入修

一コーチがそれぞれ受賞しました。

また、３連覇により「スポーツ栄誉賞」が２月１日に

知事から贈呈されました。ありがとうございました。

大大会会新新ででのの優優勝勝
1100回回目目((全全国国最最多多))

22回回目目のの33連連覇覇
22位位とと最最大大差差

区区間間賞賞33，，区区間間新新22

区間(距離km)
選手名

チーム順位･記録
区間順位･記録 ④ 新19:38 ㉙ ⑨ ① ① ⑨ ① 新36:52
区間最高記録 新 新 新
Top通過ﾁｰﾑ

同記録

第１区(7.0)

新 2:17:00
長野 長野

第７区(13.0)
濵口 大和 中澤 侑己 伊藤 大志 永原 颯磨 山口 竣平 滝澤 秀斗 鈴木 芽吹

第２区(3.0) 第３区(8.5) 第４区(5.0) 第５区(8.5) 第６区(3.0)

長野長崎 兵庫 埼玉 長野

2 4 5


